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特集

With コロナ時代の災害対応
これからの災害時地域保健活動を考える
新興感染症流行下における災害時保健活動の在り方　 
DHEAT、IHEAT の活用と受援を見越した災害対策と保健師活動  
五十嵐久美子

被災時に必要な感染症対策とは　 
COVID-19 への対応を踏まえた対策と対応のポイント 古屋好美
IHEAT の成り立ちや目的と被災時の活用の可能性について  
坂口健人

【COVID-19 対応を踏まえた災害時の地域保健活動の事例】 
2021 年 7 月の熱海市伊豆山土石流災害における災害保健活動の
概要とポイント 島村通子

【インタビュー】 
被災地の保健師として受援や支援体制の構築に関わってきた経験
からの考察 佐藤真由美、前川美奈子

Pick Up
親のイライラ・育児不安に応える子育て支援ワークショップ　 
実践におけるポイントとその効果 戸部浩美

連載
新宿区保健所における新型コロナウイルス感染症対応の記録　 
松浦美紀

地域包括ケアシステムの構築に向けた都道府県本庁と保健所による 
取り組み 加来理香、村嶋幸代
ここがポイント !　アレルギーの「保健指導」 荒木田美香子
ポジティブな地域づくりを考える　公共哲学×ポジティブ心理学から見る
公衆衛生活動 島井哲志、小林正弥

●この編集後記を書く少し前
に日本地域看護学会第 25回
学術集会を現地にて取材させ
ていただきました。あらため
て取材に応じていただいた関
係者の皆さまに心よりお礼申
し上げます。
　今回の取材で印象に残って
いる講演の 1つに大神あゆ
み氏による教育講演 3があ
りました。大神氏は、働き盛
り世代への健康支援の事例を
複数紹介する中で、事例の概
要や経過はスライド 1枚に
収まるものの、支援において
はそこには記されない「余
白」部分、つまり個人の価値
観や生活感を引き出し、寄り
添うことが重要であると述べ
ていました。これは、産業保
健活動に止まらず、あらゆる
保健師活動に通ずるポイント
であるように思います。特に
今号で特集した「精神疾患を
抱える妊産婦」への支援にお
いては、「余白」部分を引き
出すことは、よりいっそう重
要かつ難しいことなのではな
いかと思われます。
　COVID-19 による対面で
の保健活動の制限や多忙な状
況から、「余白」部分に届く
保健活動やそれを可能にする
体制づくりには、そこに意識
を向けて関係者で工夫してい
く必要があるかもしれませ
ん。本特集が、そのご参考に
なれば幸いです。（小林）

編集後記
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